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令和８年度 仏向地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
（地域の現状）
若年層の流入があり、地区全体の高齢化率が区平均を下回り、64歳までの世代人口が増加傾向にある。ただ地形は、エ
リア内で高低差が80m近くあり、公共交通機関も少ない。ケアプラザや商店のある駅前への移動は、特に高齢者層を中心
として困難が伴う。
（今後の方向性）
今年度も、自治会館や町内会館等の地域への出張を中心に事業を展開していき、仏向地域ケアプラザへ通えない地域住
民へ繋いでいく活動を行う。また、山坂が多い。移動が大変。認知症に対する相談増などの地域課題に対し、5職種が一体
となって、住民や関係機関と協力し、課題に対する事業を展開していく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

広報誌やLINEなどの既存ツールに加え、新たに法人ホームページの活用、地域での研修会や講座などに積極的
に出向きケアプラザの役割や活動を広く周知する。

貸館の予約方法がシステムに移行しても、自主活動グループが活動を継続・運営できるように支援する。
説明会の開催に加え、個別での相談対応やマニュアル作成等を行い、支援体制を整える。

認知症について正しく理解してもらえるよう、引き続き既存の啓発資料の活用、
サポーター養成講座などを開催する。
また、今年度は新たに映画上映を活用した啓発も行う。

認知症マフの会を通じ、医療関係機関（病院・在宅診療所・訪問看護ステーション等）との連携を行う。
マフの医療機関への寄付活動などを通して、地域と医療機関、関係機関などの顔の見える関係を構築する。

ロコモ予防や健康維持のための講座を実施する。また自身が興味を持てるような活動メニューの提案などを行っ
ていき、閉じこもり予防の促進を行う。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

利用
料金

保健師1名、社会福祉士 2名 主任介護支援専門員1名、介護支援専門員3名

令和8年度仏向地域ケアプラザ事業計画書（施設運営、介護保険事業）

居宅介護支援事業所の選択にあたり、区の作成す
る居宅介護支援事業所空き情報一覧を使用し、利
用者やその家族による主体的な選択を支援しま
す。
また、居宅介護支援事業所の契約の際には、介護
保険法の改正に則り、利用事業所の割合を契約時
等に提示すると共に、自法人に偏ったサービス提
供を行わない旨を伝え、必ず複数の事業所を案内
します。

公正・中立性の確保について コンプライアンス等への対応について
（事故報告、個人情報保護、備品管理簿）

全職員を対象に年1回以上「個人情報保護」に関
する研修を実施。個人情報が含まれる書類のやり
取りは、手渡しもしくは郵送のみとし、FAXでの
やり取りを禁止している。
また事故防止については、法定点検実施を遵守し
て予防に取り組むと共に、発生時（ヒヤリハット
含）には、再発防止策を検討の上、全職員への共
有と防止策実行を徹底していきます。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

生活支援コーディネーター及び地域活動交流コー
ディネーターとの日頃からの情報共有・協力体制が
構築でき、社会資源の情報提供がスムーズに行え
る。

【その他料金】

居宅介護支援事業

医療や障がい支援部門と連携し、専門職として提供
するサービス（＝ケアマネジメント）の水準を担保しま
す。また、実習生の受け入れを積極的に行い、将来
的な高齢化に備えた後進の育成も行います。
最後に、一層の地域貢献のため、指定管理部門と連
携して情報収集とニーズ把握を進め、新たな地域資
源開発に取り組みます。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

22,369,224 0 22,369,224 0 22,369,224

22,369,224 22,369,224 22,369,224

0

150,000 150,000 150,000

40,500 0 40,500 0 40,500

500 500 500

40,000 40,000 40,000

0 0

0 0

22,559,724 0 22,559,724 0 22,559,724

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,604,286 0 13,604,286 0 13,604,286
法人本部経費は含まれていません。

11,742,403 11,742,403 11,742,403

1,598,640 1,598,640 1,598,640

0 0

94,006 94,006 94,006

0 0

99,583 99,583 99,583

69,654 69,654 69,654

1,842,175 0 1,842,175 0 1,842,175
法人本部経費は含まれていません。

20,000 20,000 20,000

300,000 300,000 300,000

0 0

350,000 350,000 350,000

300,000 300,000 300,000

10,560 0 10,560 0 10,560

自販機目的外使用料（横浜市への支 10,560 10,560 10,560

その他 0 0

0 0

0 0

0 0

10,000 10,000 10,000

3,000 3,000 3,000

0 0

650,000 650,000 650,000

30,000 30,000 30,000

0 0 0 0 0

事業所税 0 0

消費税 0 0

印紙税 0 0

その他 0 0

168,615 168,615 168,615

530,397 0 530,397 0 530,397
法人本部経費は含まれていません。

530,397 530,397 530,397

0 0

5,918,366 0 5,918,366 0 5,918,366
法人本部経費は含まれていません。

2,500,000 2,500,000 2,500,000

200,000 200,000 200,000

110,000 110,000 110,000

351,000 0 351,000 0 351,000

空調衛生設備保守 0 0

消防設備保守 41,000 41,000 41,000

電気設備保守 250,000 250,000 250,000

害虫駆除清掃保守 30,000 30,000 30,000

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 30,000 30,000 30,000

0 0

2,757,366 2,757,366 2,757,366

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0

0 0

0 0 0 0 0
内
訳 0 0

22,369,224 0 22,369,224 0 22,369,224

190,500 0 190,500 0 190,500

150,000 0 150,000 0 150,000

530,397 0 530,397 0 530,397

△ 380,397 0 △ 380,397 0 △ 380,397

40,000 0 40,000 0 40,000 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

10,560 0 10,560 0 10,560 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

29,440 0 29,440 0 29,440
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

自主企画事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計
差引

自主企画事業費　収入
自主企画事業費　支出

共益費
その他

その他

修繕費
太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）

管理費

内
訳

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

その他

事業費

内
訳
自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）

その他

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費

公租公課

内
訳

地域協力費

印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
内
訳

備品購入費

手数料

健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

内
訳

本俸
社会保険料
手当計

図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）
雑入

内
訳

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和8年度　「横浜市仏向地域ケアプラザ」

収支予算書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料 横浜市より

内
訳
受領額
戻入額



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

27,628,581 0 27,628,581 0 27,628,581

27,628,581 27,628,581 27,628,581

0

154,000 154,000 154,000 横浜市より
100,000 100,000 100,000 横浜市より

6,098,031 0 6,098,031 0 6,098,031 横浜市より
6,098,031 6,098,031 6,098,031

0

90,000 90,000 90,000

0 0

10000 10,000 10,000

5000 5,000 5,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

34,085,612 0 34,085,612 0 34,085,612

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

27,540,314 0 27,540,314 0 27,540,314
法人本部経費は含まれていません。

23,291,394 23,291,394 23,291,394

3,638,351 3,638,351 3,638,351

0 0

60,038 60,038 60,038

0 0

362,431 362,431 362,431

188,100 188,100 188,100

2,171,294 0 2,171,294 0 2,171,294
法人本部経費は含まれていません。

70,000 70,000 70,000

150,000 150,000 150,000

0 0

200,000 200,000 200,000

400,000 400,000 400,000

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

0 0

40,000 40,000 40,000

2,000 2,000 2,000

0 0

5,000 5,000 5,000

0 0

0 0 0 0 0

事業所税 0 0

消費税 0 0

印紙税 0 0

その他 0 0

1,304,294 1,304,294 1,304,294

1,238,004 0 1,238,004 0 1,238,004
法人本部経費は含まれていません。

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

138,487 138,487 138,487

154,000 154,000 154,000

215,517 215,517 215,517

100,000 100,000 100,000

0 0

1,905,000 0 1,905,000 0 1,905,000
法人本部経費は含まれていません。

550,000 550,000 550,000

55,000 55,000 55,000

30,000 30,000 30,000

105,000 0 105,000 0 105,000

空調衛生設備保守 0 0

消防設備保守 15,000 15,000 15,000

電気設備保守 70,000 70,000 70,000

害虫駆除清掃保守 10,000 10,000 10,000

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 10,000 10,000 10,000

0 0

1,165,000 1,165,000 1,165,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0 法人本部経費は含まれていません。
内
訳 0 0

32,980,612 0 32,980,612 0 32,980,612

1,105,000 0 1,105,000 0 1,105,000

105,000 0 105,000 0 105,000

608,004 0 608,004 0 608,004

△ 503,004 0 △ 503,004 0 △ 503,004

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

共益費
その他

内
訳

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

地域協力費

職員等研修費

事務費

使用料及び賃借料

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

備品購入費

内
訳

公租公課

図書購入費
施設賠償責任保険

令和８年度　「横浜市仏向地域ケアプラザ」

収支予算書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】

指定管理料【介護予防】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【チームオレンジ】

横浜市より

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【包括】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【生活支援】

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【介護予防】

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【生活支援】

雑入

その他

内
訳

印刷代
自動販売機手数料

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【チームオレンジ】

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

事業費

内
訳

その他

振込手数料
リース料
手数料

清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

協力医
自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）【包括】
自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）【介護予防】

自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）【生活支援】

自主企画事業費（指定管理料充当の自主企画事業）【チームオレンジ】

その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計
差引

自主企画事業費　収入
自主企画事業費　支出
自主企画事業　収支

修繕費

管理費

内
訳

内
訳

光熱水費



令和８年４月１日～令和９年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

31,003 31,003 12,960 12,960 30,000 30,000

0 0 0 0 0 0 165 0 165

事業・負担金収入 0 0 0

借入金利息補助金収入 0 0 0

利用者外給食収入 0 0 165 165

雑収入 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0

31,003 0 31,003 12,960 0 12,960 30,165 0 30,165

17,689 17,689 0 21,343 21,343

3,390 3,390 0 994 994

1,917 1,917 0 80 80

1,585 1,585 0 566 566

0 0 0 9,095 0 9,095 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0

消費税 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 9,095 9,095 0

支払利息支出 0 0 0

利用者外給食費支出 0 0 0

0 0 0

その他 0 0 0

24,581 0 24,581 9,095 0 9,095 22,983 0 22,983

6,422 0 6,422 3,865 0 3,865 7,182 0 7,182

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和８年度　地域ケアプラザ収支予算書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市仏向地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



横浜市仏向地域ケアプラザ

1 障がい者施設自主製品販売 平成20年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

障がい者施設の自主製品販売の支援をす
るとともに地域の方々との交流を目的に実
施。 ５：地域

・子育て支援事業の終了時や地域の方々
が多数集まる事業で実施。

2
ほっとフレンズ2026
及びボランティア研修

平成21年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

・障害児に「新たな出会いの場」「生活経験
を拡大できる場」「充実したひと時を過ごせ
る活動の場」を提供する。
・障害に理解ある地域のボランティアや学
生ボランティアの育成を図る。
・関係諸学校及び団体との協力関係を深
め、障害児の支援における地域ネットワー
クの形成に努める。
・本事業の周知、報告及び地域のボラン
ティア募集等を通じて、地域の方々の障害
福祉に対する理解をより深めていただく機
会とする。

２：障害児・
者

4，5

内容：ほっとフレンズ実行委員会での共同
開催。区内に在住・在学のハンディのある
小学生～高校生の子と保護者を対象にダ
ンスとグラスアート体験を行い余暇の支援
を行う。
ボランティア説明会、研修：9月6日
実施日：9月27日　予定

3 ほどがや区民まつりの参加 平成27年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

区民が多数来場する「区民まつり」に区内
全てのケアプラザの担当職員が参加する
ことで、顔の見える関係づくりを図る。
そして、ケアプラザが地域住民にとって身
近で気軽に相談・活動できる施設であるこ
とを理解していただき今後の福祉保健活
動へとつなげる。

５：地域 ケアプラザの周知ブースを開催・年１回

4 わんあっぷ教室 平成27年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

子育てが大変と感じている親子を対象に
ミュージックケアを行い五感を刺激すること
で子供の発達を促す。また子供への関わ
り方を親に理解してもらうことで、その後の
生活においても子育てに対する悩みを軽
減することを目的とする。

３：養育者及
び乳幼児

・対象：お子さんの成長について話を聞い
てほしい、相談したい、同年代のお友達づ
くりをしたいと思っている保護者とそのお子
さん（０歳児～未就園児）
・毎月第3金曜日　10：30～11：30

5 仏向ふくろう文庫 平成27年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

本の貸し出しコーナーを設けることで、仏
向地域ケアプラザを身近な存在に感じて
いただき、広く仏向地域の方に来館してい
ただくことを目的に実施。
情報発信コーナーの隣に設置し、本の貸し
借りだけにとどまらず、仏向地域ケアプラ
ザからの情報発信の場としても活用する。

５：地域
場　所：ケアプラザｴﾝﾄﾗﾝｽﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ
日　時：開館日　9：00～18：00

6
【生涯学習】
ペン習字講座

平成27年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

字を書くと言う日常生活に密接した事柄を
「生涯学習」とし、参加者同士の交流の場
と参加者の健康増進とを目的とする。 ５：地域 毎月第3木曜日　15:00～16:30

7 絵本読み聞かせとわらべうた 平成28年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

保土ケ谷図書館に遠く、本に親しむ機会を
もちにくい地域性を考え、子育て中の親子
を対象に実施。絵本の読み聞かせとわら
べうたを通して親子のふれあいと交流の大
切さを楽しみながら学ぶ。

３：養育者及
び乳幼児

おしゃべりサロンと共催

8 仏向ほっとなまちづくり懇談会 平成29年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

仏向地区で活動中の各種委員・団体・施
設などの顔の見える関係づくり。地区内の
連携強化に向けて、お互いに協力出来る
所や共通の困り事などを洗い出し、今後の
仏向ほっとなまちづくりの活動に反映させ
ていく。

５：地域

・年1回
・仏向地区社会福祉協議会、保土ケ谷区
役所、保土ケ谷区社会福祉協議会と共催

9 出張講座 平成30年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

住民の交流、介護予防、介護保険や認知
症、権利擁護に関する情報発信を目的に
講座を開催する。仏向地域ケアプラザエリ
アの地理的特性を鑑み、地域に出向き出
張講座を行う。

１：高齢者
年36回程度
あじさいの会、水道山サロン、カトレア会な
ど

10 部屋開放 平成18年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

曜日により利用目的が変更する。火曜日
は、囲碁将棋を中心とした静かに行える活
動とし、わんあっぷ教室終了後は子育て中
の親子の居場所をつくることで、子供同
士、または親同士の交流を図ることを目的
に開催する。

５：地域

出入り自由、プログラム無しの気軽に立ち
寄れる居場所、交流の場として開放。第3
金曜日はケアプラザの自主事業終了後に
実施
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11 仏向HEROS研修会 平成30年度
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

安全・安心にボランティア活動ができるよ
う、必要な研修を実施する。

５：地域

年1回
ボランティアメンバーの要望を聞きながら
内容を決定・開催予定。

12 健康講座 平成30年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

専門職から健康に関する講話をしていた
だき、健康活動に活かしてもらう。

１：高齢者 年3回程度

13 認知症サポーター養成講座 平成31年度
６：共催（２と
３）

１：優先的に
取り組み

認知症について正しく理解し、認知症の人
と家族を温かく見守り、支援する応援者を
養成する。 ５：地域

年12回　毎月第3土曜日　13:30～および
要望に応じて

14 クリスマスとお正月の寄せ植え 令和2年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

コロナ禍で３密を避けて交流が可能な地元
の花材を使った寄せ植え講座を行い、地
域の方々の「様子を知る事、玄関先に飾る
ことで防犯にもつなげる。

５：地域
講師：小川洋子氏
日時：11月予定

15
よこはまシニアボランティアポイ
ント登録研修会

令和2年度
５：共催（１と
３）

１：優先的に
取り組み

ケアプラザを中心にボランティア活動をす
でに実施している対象者と、これからボラ
ンティア活動を考えている対象者に向けた
ボランティアポイントの登録研修会。

１：高齢者 年１回

16 リズムダンスで脳活 令和7年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

リズムにあわせて、体を動かし筋力アップ
と脳トレ、コミュニケーションづくりをおこな
う。 ５：地域

毎月１回
会場：仏向地域ケアプラザ

17
仏向を歩こう！
ノルディックウォーキング

令和４年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

歩き方等を学び、活かすための機会。
ノルディックウォーキングを行い、さらに、
健康づくりのきっかけを行う。 １：高齢者 年２回

18 出張ケアプラザ 令和４年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

地域住民の集いの場所に出向き、ケアプ
ラザの役割について啓発すると共に、地域
住民からの相談機会を創出する。 １：高齢者

年2回程度
星ケ丘自治会移動販売、コンフォール仏
向町など

19 しめ飾り作り講座 平成28年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域の方々の要望が高く、年末に、お正月
に玄関先に飾るしめ縄を作成し、地域の
方々と共に季節の行事を楽しみ親睦を図
る。

５：地域 年１回

20 みんなで人形劇をみよう！ 令和4年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域の子育て中の親子を対象に、人形劇
を開催する。日頃、個人では観ることので
きない人形劇を親子で楽しむ。また、地域
の人形劇団に活動の場を提供することも
目的とする。

３：養育者及
び乳幼児

出演者：児童文化活動人形劇団　はまな
す
おしゃべりサロンと共催

21 仏向フェスタ 平成24年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

仏向地域福祉保健計画にのっとり、「子ど
もから高齢者まで自然にあいさつできる
町」を目指し、地域住民同士の交流の機会
を増やすと共に、地域で活動する団体と住
民のつながりを構築していくことを目的とし
て開催する。

５：地域

あられやビスケット、コーヒー豆、焼きそば
やパンの販売。木彫りの色塗り体験、など
実施予定
場所：仏向地域ケアプラザ

22 ふれあい交流会 令和元年度
６：共催（２と
３）

２：発展させ
るねらい

「仏向ふれあいワゴン」の利用者同士と地
域のボランティアとの交流の機会、及び、
利用者の意見を聞く機会とする。 １：高齢者

日時：令和9年1月予定
場所：多目的ホール
ふれあいワゴンの送迎実施予定

23 脳トレ時間 令和5年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

認知症予防の為と、地域高齢者のコミュニ
ケーションの場として実施

１：高齢者

毎月1回実施
脳トレの手法を運動やアート、音楽など、
様々な視点から取り組みを行う。
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24 bukkou on stage 令和5年度
５：共催（１と
３）

２：発展させ
るねらい

ケアプラザ利用団体や地域の活動者の披
露の場として、またボランティア活動の場
や参加者の交流の場を提供する目的とし
て開催する。

５：地域 年1～2回

25
地域活動グループリーダー・ボ
ランティア研修会

平成27年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

各グループの活動支援のために、介護予
防の情報を提供する。

１：高齢者

日時：5月22日実施予定
講師：高垣茂子
内容：地域活動グループで使える運動とレ
クレーション

26 終活講座 令和5年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

自身の人生における今後の選択について
能動的に考えるきっかけとする。

１：高齢者 年3回程度

27 福祉教育 令和４年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

地域の一員として、ケアプラザの機能や地
域の資源についての理解を深めると共に、
高齢者等との関りについて関心を高める。 ４：子ども・青

少年
橘中学校、坂本小学校、仏向小学校

28
地域活動グループリーダー・ボ
ランティア連絡会

令和5年度
６：共催（２と
３）

１：優先的に
取り組み

活動グループの情報交換を行い、他の活
動を知ってもらう。

１：高齢者 年1回

29 仏向ボッチャ大会 令和６年度
７：共催（１と
２と３）

２：発展させ
るねらい

ボッチャを通じた交流・心身の介護予防・
新たな出会い・つながりづくり。人材発掘。

５：地域
ケアプラザにてボッチャ大会を行う
年1回

30 法律相談 R6年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

成年後見制度などについて専門家への相
談の機会を提供することで、地域住民の
権利擁護に繋げる ５：地域

毎月第3土曜日10:00～　3組まで
司法書士による無料法律相談を30分/組
場所：仏向地域ケアプラザ

31
ミュージックセラピー（音楽療
法）で認知症予防

R6年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

地域住民を対象に、音楽療法士の講師よ
り声を出すことによるオーラルフレイル予
防と、回想法を含めた認知症予防 １：高齢者 年２回

32 デジタルスポーツ体験会 R6年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

デジタルスポーツを体験し、指先や脳の活
性化を図る。閉じこもり予防の一つ。

１：高齢者 R8 4/14 10:00～12:00実施

33 医療と介護の連携勉強会 R7年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

地域のケアマネージャーに医療と介護の
連携勉強会を行う。顔の見える関係作りを
目的とする。 １：高齢者

年3回程度
精神科領域における民生・CMへの勉強会
など
認知症マフのキックオフ

34 喫茶ぽてと R7年度
７：共催（１と
２と３）

２：発展させ
るねらい

チームオレンジの一環として、認知症のひ
とやその家族と一緒に活動できる場を作
る。 １：高齢者

毎月第1土曜日
4/4, 5/2, 6/6, 7/4, 8/1, 9/5, 10/3, 11/7,
12/5, 1/9, 2/6, 3/6

35 アートの時間 R7年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

物づくりや美術関係の講座など、様々なメ
ニューを取り入れて、新たにケアプラザに
来所する住民を増やしていく。 ５：地域

6/8　13:30～15:30
グラスアートであじさいのメッセージボード
を作ろう

36 仏向ハーモニー R7年度
５：共催（１と
３）

１：優先的に
取り組み

地域の方々と仏向地域にある障がい者施
設、たっちほどがやの障がい者の方々と
一緒に、合唱を楽しむ。地域においてコー
ラス発表ができるボランティア活動サーク
ルを目指す。趣味の会にとどまらず、地域
における障がいの理解とボランティア育成
を目的に実施。

５：地域
10月以降
毎月第1火曜日10:00～12:00
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37 ポル･ド・ブラ＆ZUMBA GOLD R7年度
４：共催（１と
２）

１：優先的に
取り組み

地域のかたの要望と、若い世代から高齢
者までの多世代交流や健康維持のため

５：地域
月1回金曜日13:30～15:00開催
１０月以降第３金曜日13：30～15：00

38 認知症講演会 R7年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

チームオレンジの活動の一環として、認知
症に関する正しい理解の促進と、認知症
の人と家族を温かく見守り、支援する応援
者の養成を目的とする。

５：地域 秋頃

43
医療講座

R7年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

地域住民に健康増進と未病を目的に疾患
に関する情報を伝える。

５：地域 年１回

44 秋の収穫体験と公園遊び R7年度
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

収穫他県と公園遊びを通じて保育園・幼稚
園の先生や子どもたちとつながる

３：養育者及
び乳幼児

おしゃべりサロンと共催
秋頃開催予定

45 仏向マフマフの会 R7年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

２：発展させ
るねらい

認知症（ケア）マフを通じて認知症に対す
る理解を深める。日中の活動の場を作る。
病院や施設との交流を行う。

７：その他

認知症マフの作成を通じ認知症に関する
理解を深める。多世代の交流の場として編
み物する場所を作る。閉じこもり高齢者を
活動の場に参加させるような工夫をする。
病院・施設に出向き認知症マフの活用に
ついて情報共有をする。

46 仏向ハーモニー練習会 R7年度
５：共催（１と
３）

２：発展させ
るねらい

地域においてコーラス発表ができるボラン
ティア活動サークルを目指す仏向ハーモ
ニーが、仏向フェスタでの発表に向けて練
習を行う。

５：地域 仏向フェスタ開催前に実施予定

47 セルフネグレクト講座 R8年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

民生委員・ケアマネジャーを対象にセルフ
ネグレクトに関する講座を行う。地域住民
や利用者への適切な支援に繋げられるよ
うな講座を開催する。

７：その他 8/17　実施予定

48 医療と介護の連携講座 R8年度
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

民生委員・ケアマネジャーを対象に医療と
介護の連携ができるような講座を行う。

７：その他 未定　近隣病院と調整予定

49 仏向シネマ館 R8年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

チームオレンジの活動の一環として、認知
症に関する正しい理解の促進と、認知症
の人と家族を温かく見守り、支援する応援
者の養成を目的とする。

５：地域
5/31
「ばぁばはだいじょうぶ」上映

50
青竹踏みで脳と足裏にWの刺
激

R7年度
４：共催（１と
２）

１：優先的に
取り組み

青竹ふみを行いながら、足裏への刺激と、
脳トレも行い、フレイル予防と認知症予防
を行う。 １：高齢者 ４月～６月　月１回実施。

51 オレンジロバマスコット作り R8年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

認知症啓発事業の一つとして、オレンジロ
バのマスコットを作成し、作ることの指先の
運動と、認知症についても興味を持っても
らう。

５：地域 5/29 10時～11時30分実施予定

52 布ぞうり作り R7年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

フットケアの大切さと、足のツボなどの刺激
にため、布ぞうりが良いことと、自身で創る
大変さを学ぶ。 ５：地域 6/29 10時～15時実施予定
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